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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

6/27現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

５月気象状況（父島）

最高気温   27.2℃ 

最低気温   17.9℃ 

平均気温   22.9℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量  361.5mm

住民基本台帳登録者数（６/１） 

             2,351 

             父島      母島   

  人口      1,911人   440人 

  世帯      1,022     239 

短期滞在者     26人      6人 

ＮＯ．５００ 

平成1７年(2005) 

７/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 硫黄島訪島事業を実施しました  
 

第９回硫黄島訪島事業を６月１６日から１９日にかけて実施しました。

今年は、天候にも恵まれ１７日、１８日の２日間とも予定通りに上陸する

ことができました。 

１７日の朝、硫黄島に上陸後、午前１０時から硫黄島旧島民平和祈念公

園において島民慰霊祭を行い、その後、硫黄島旧島民の方々は出身集落へ

里帰りをし、その他の方々は天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を

行い、島内を回りました。 

また、旧島民の方々は、硫黄島平和祈念会館に宿泊し、故郷で一夜を明か

すことができました。 

翌日も島内を回り、旧島民の方々は天山慰霊碑や鎮魂の丘において 

献花、慰霊を行い、その他の方々は自衛隊基地内の見学を行いました。 

硫黄島訪島事業には、毎年、父島・母島の中学２年生が学校行事と 

して参加していますが、今年は硫黄島に宿泊することができました。 

硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うなど、有意義な訪島になっ 

たことと思います。 

村としては今後とも、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行う 

と共に、遺骨収集に積極的に協力してまいります。 

 
 

 硫黄島戦没者追悼式典  

 

６月１９日に、厚生労働省による 

硫黄島戦没者追悼式が天山慰霊碑に 

おいて執り行われました。 

老朽化した施設の改修が終わり、 

また戦後６０年という節目であるこ 

とから、現役の総理としては初めて 

小泉首相が参列されました。 

村からも、森下村長、池田議長、岡本小笠原村在住硫黄島旧島民の会会長が参列し、戦没者の御霊に献花して

まいりました。 

 中学２年生による“誓いの言葉” 

多くの旧島民の方々が命を落とした204設営隊（釜場）

 追悼の辞を述べる小泉総理   総理と握手を交わす森下村長  
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東
京
都
議
会
議
員
選
挙 

  

７
月
３
日
（日
）は
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
母
島
は
繰
上
投
票
７
月
２
日
（土
）で
す
。 

 

投
票
所
に
は
投
票
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ん
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
７

月
13
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

南
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

 

小
笠
原
諸
島
で
は
、
固
有
の
動
植
物
を
含
む
貴
重

な
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
「
外
来

種
」
の
影
響
に
よ
り
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
お
も
に
南
島
に
お
い

て
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ

イ
ガ
等
）の
除
去
を
行
い
、作
業
を
通
じ
て
外
来
植
物

の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
第
１
回
目
の
除
去
作
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
実
施
回
ご
と
に
村
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
初
参
加
の
方
を
優
先
し
、
そ
の
後
先
着
順
と
し

ま
す
。
）。 

【
日
時
】
７
月
16
日
（土
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
除
草
作
業 

【
募
集
定
員
】
13
人 

 
 

【
申
込
期
限
】
７
月
８
日
（金
） 

 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

街
並
み
景
観
を
考
え
る
会 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
や
議
論
を
踏
ま
え
、
小
笠

原
ら
し
い
街
並
み
景
観
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
ま
と
め
た
、

街
並
み
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（案
）の
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。 
皆
さ
ん
の
意
見
を
街
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
13
日
（水
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

第
９
回
く
ら
し
の
総
合
相
談 
  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」と
東
京
三
弁
護
士
会
「小
笠
原

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
共
催
に
よ
り
、
「第
９
回
く

ら
し
の
総
合
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
・
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
総
合
相
談
（法
律
・税
務
等
）、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
務
相
談
、
遺
言
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
17
日
（日
）
午
後
７
時
～
９
時 

 
 
 
 

７
月
18
日
（月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
父
島 

村
役
場
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

※
相
談
の
事
前
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。
村
民
課
お

よ
び
母
島
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
「相
談
受
付
票
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
受
付
専
用
電
話
０
８
０

―
１
０
８
７
―
５
４
７
７
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
に
出
張
し
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「ザ
・
起
業 

商
売
を
は
じ
め
よ
う
！
」 

 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
！ 

こ
れ
を
機
会
に
、
新
し
く
商
売
を

は
じ
め
よ
う
と
い
う
方
、
さ
て
、
最
初
に
何
を
す
る

べ
き
か
？ 

税
や
経
営
の
専
門
家
、法
人
設
立
の
専
門

家
が
皆
様
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
18
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
父
島 

村
役
場
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
  
 

２
―
３
１
１
３ 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

２
０
０
５
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

今
年
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

応
募
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
入
賞
し
た
作
品
は
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

村
に
帰
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
今
回
は

金
賞
作
品
で
観
光
宣
伝
用
の
ポ
ス
タ
ー
（Ｂ
0
サ
イ

ズ
）を
制
作
し
ま
す
。 

詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
役

場
お
よ
び
観
光
協
会
に
置
い
て
あ
る
募
集
要
綱
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 ●問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

閑
散
期
対
策
事
業
（村
補
助
事
業
） 

 

村
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
「小
笠
原
村
閑
散
期

対
策
事
業
費
補
助
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
島
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
事

業
で
、
い
わ
ゆ
る
閑
散
期
に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者

の
誘
致
が
見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
補
助
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
創
意
工
夫

の
あ
る
事
業
を
計
画
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

補
助
要
綱
は
、
産
業
観
光
課
、
母
島
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

 

【
補
助
対
象
】 

構
成
員
が
概
ね
５
名
以
上
で
、
村
が
補
助
す
る

に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等 
 

【
対
象
事
業
】 

 
 

閑
散
期
（年
末
年
始
を
除
く
９
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
）に
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
の
誘
致
が

見
込
め
、
か
つ
、
村
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業 

 

【
補
助
金
額
お
よ
び
件
数
】 

 
 

１
件
25
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。 

 
 

募
集
件
数
４
件 

 

【
申
請
期
限
】
８
月
19
日
（金
） 

 
 ●

問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス 

夏
季
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 
 

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合

わ
せ
、
土
・
日
曜
日
に
夏
季
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
し

た
。
夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
と
次
の

点
で
異
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

○
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発
が
１
時
間
早
く
な
り
ま
す
。 

○
休
日
ダ
イ
ヤ
で
は
運
行
し
な
い
午
後
０
時
台
の
便

も
運
行
し
ま
す
。 

 
 
 

 

こ
れ
に
よ
り
、
小
港
海
岸
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
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な
ど
の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

◎
夏
季
ダ
イ
ヤ 

 

【
実
施
期
間
】
７
月
23
日
（土
）～
８
月
28
日
（日
）

の
間
の
土
・
日
曜
日 

 

【
運
行
時
間
】 

 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前
～
小
港
海
岸
往
復
）》 

○
村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

終
発 

午
後
５
時
15
分 

○
小
港
海
岸 

始
発 

午
前
８
時
30
分 

終
発 

午
後
５
時
30
分 

 

《
循
環
線
（村
役
場
前
～ 

大
村
・
奥
村
循
環
～
村
役
場
）》 

○
村
役
場
前 

 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン 

始
発 

午
前
８
時 

終
発 

午
後
５
時 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン  

始
発 

午
前
８
時
45
分 

終
発 

午
後
４
時
15
分 

 

※
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
東
町
～
奥

村
～
清
瀬
～
宮
之
浜
～
西
町
の
順
に
ま
わ
り
、

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
西
町
～

宮
之
浜
～
清
瀬
～
奥
村
～
東
町
の
順
に
ま
わ
り
、

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
・フ
ル
ー
ツ
品
評
会
入
選
者 

 

６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ル
ー

ツ
品
評
会
の
入
選
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
出
荷
箱
部
門
】 

《
金
賞
》
都
留 

隆
興
（
母
島
） 

《
銀
賞
》
都
留 

夫
美
子
（
母
島
） 

《
銅
賞
》
友
野
農
園
（
父
島
） 

【
袋
詰
部
門
】 

《
金
賞
》
松
下 

修
治
（
母
島
） 

《
銀
賞
》
山
中 

幾
雄
（
母
島
） 

《
銅
賞
》
都
留 

隆
之
（
母
島
） 

宮
川 

太
（
母
島
） 

 ◎
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ル
ー
ツ
祭
開
催
さ
れ
る 

 

６
月
11
日
（
土
）
に
産
業
祭
「
第
５
回
パ
ッ
シ
ョ

ン
・
フ
ル
ー
ツ
祭
」が
父
島
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場

で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

産
業
祭
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
関
係
者

の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 
小
笠
原
小
・
中
学
校 

プ
ー
ル
に
関
す
る
お
願
い 

 

本
校
で
は
、
６
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て

水
泳
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
残
念
な
こ
と
に
「
夜
間
に
何
者
か
が

プ
ー
ル
に
侵
入
す
る
」
と
い
う
事
件
が
起
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
即
時
に

水
質
検
査
を
行
い
、
結
果
が
出
る
ま
で
は
プ
ー
ル
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
検
査
結
果
に
よ
っ
て

は
、
水
の
総
入
れ
替
え
を
行
な
い
、
そ
の
費
用
も
莫

大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

多
く
の
児
童
・
生
徒
は
、
プ
ー
ル
の
時
間
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
が
使
用

で
き
な
く
な
る
と
、
学
校
の
教
育
課
程
の
適
正
な
進

行
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

現
在
で
は
、
警
察
に
も
お
願
い
し
て
、
深
夜
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
島
民
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
と
、
多
く
の
目
が
必
要
で
す
。 

皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

小
笠
原
小
学
校
・
小
笠
原
中
学
校 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
23
日
～
６
月
１
日 

 

○
東
京
都
各
会
議
出
席 

○
都
各
部
局
打
合
せ 

○
札
幌
ド
ー
ム
小
笠
原
デ
ー
参
加 

な
ど 

      

ア
カ
ギ
駆
除
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

外
来
種
で
あ
る
ア
カ
ギ
は
、
年
々
分
布
域
を
拡
大

し
て
小
笠
原
本
来
の
生
態
系
を
破
壊
し
、
小
笠
原
固

有
の
動
植
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
固
有
の
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
に
、
内

地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
ア
カ
ギ
の
駆
除

（萌
芽
処
理
、
固
有
種
植
栽
等
）を
行
な
う
村
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
ア
カ
ギ

染
め
体
験
（有
料
・人
数
制
限
あ
り
）も
実
施
し
ま
す
。 

 

【
日 

時
】
７
月
24
日
（日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 

【
場 

所
】
母
島 

桑
ノ
木
山 

 

【
募
集
人
数
】
30
人 

 

【
費 

用
】
１
０
０
円
（保
険
代
） 

 

【
申
込
先
】
母
島
観
光
協
会
（
20
日
締
切
り
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
観
光
協
会 

 

３
―
２
３
０
０ 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
11
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

海
の
安
全
運
動 

 

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
、
次
の
テ
ー

マ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
海
の
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。 

 

○
見
張
り
の
励
行 

○
不
適
切
運
航
の
防
止 

○
事
故
救
命
策
の
確
保
の
徹
底 

 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
船
を
運
航
す
る
際
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

①
自
船
の
周
囲
を
航
行
中
の
船
舶
や
、
浅
瀬
、
海
岸

な
ど
の
状
況
を
確
認
し
、
「見
張
り
」を
励
行
す
る

と
と
も
に
、
危
険
な
状
況
を
確
認
し
た
際
は
、
早

め
に
海
上
保
安
庁
へ
の
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。 

②
海
上
で
の
船
舶
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、海
の
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

③
12
歳
未
満
の
お
子
様
や
一
人
乗
り
の
小
型
漁
船

で
操
業
さ
れ
る
方
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
方

は
救
命
胴
衣
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

磯
釣
り
や
ボ
ー
ト
等
で
沖
に
出
る
際
は
、
携
帯
電

話
な
ど
の
通
信
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
運
動
は
、
海
難
、
海
浜
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、

余
裕
を
も
っ
て
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。 海
の
緊
急
電
話
は
１
１
８
番
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 
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東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
講
習
会
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

【
時 

期
】 

９
月
中
旬
～
10
月
下
旬
（夜
間
６
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】 

 

平
成
18
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住
の
方 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

原
付
運
転
免
許
学
科
試
験 

 

【
日 

時
】
７
月
９
日
（土
）
午
後
１
時
～ 

【
場 

所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
ち
物
】 

○
住
民
票
（本
籍
記
載
で
６
か
月
以
内
の
も
の
） 

○
カ
ラ
ー
写
真
１
枚
（縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
手
数
料
３
３
０
０
円 

○
鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン 

【
申
込
期
限
】
７
月
９
日
（土
）
午
後
０
時
30
分 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
７
月
30
日

（土
）に
実
技
講
習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

       

ア
カ
ギ
・ク
マ
ネ
ズ
ミ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

独
立
行
政
法
人 

森
林
総
合
研
究
所
で
は
環
境
省

の
予
算
を
受
け
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま

で
、
小
笠
原
固
有
の
生
物
相
に
極
め
て
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
、
ア
カ
ギ
と
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
研
究
を

行
い
ま
す
。 

ア
カ
ギ
に
つ
い
て
は
、
駆
除
事
業
地
周
辺
に
お
け

る
在
来
植
物
や
動
物
相
の
回
復
過
程
と
ア
カ
ギ
の
再

侵
入
の
防
止
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
に
つ
い
て
は
、
西
島
を

対
象
と
し
て
生
息
数
や
繁
殖
率
の
推
定
、
種
子
や
小

動
物
の
食
害
実
態
、
安
全
な
根
絶
方
法
を
研
究
す
る

予
定
で
す
。 

こ
の
た
め
、母
島
（桑
ノ
木
山
と
そ
の
周
辺
の
森
林

内
）と
西
島
（中
央
部
）に
は
昆
虫
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ
調

査
用
の
ワ
ナ
等
を
設
置
し
ま
す
。
有
害
な
薬
剤
等
は

使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
折

に
触
れ
て
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

森
林
総
合
研
究
所
（担
当 

牧
野
） 

 

０
２
９
―
８
７
３
―
３
２
１
１
（内
線
４
１
４
） 

 

国
民
生
活
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 

商
工
会
で
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「出
張
金
融
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。 
 

「こ
ん
な
売
上
で
も
融
資
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
質
問
や
「ど
こ
で
お
金
を
借
り
る
の
が
一

番
得
で
す
か
？
」と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
ま
で
、国
民

生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
が
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

７
月
12
日
（火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

13
日
（水
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》 

商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
13
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

母
島
観
光
協
会
職
員
募
集 
  

母
島
の
観
光
に
興
味
と
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
応
募
資
格
】
パ
ソ
コ
ン
（ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）が

扱
え
る
こ
と 

【
業
務
内
容
】
母
島
観
光
協
会
の
窓
口
業
務
、
一
般

事
務
、
そ
の
他
観
光
に
関
す
る
業
務 

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接 

【
応
募
期
限
】
７
月
11
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
観
光
協
会 

 

３
―
２
３
０
０ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

  

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
「
大
花
火
大
会
」
が

今
年
は
８
月
11
日
（木
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

協
賛
広
告
料
（一
口
１
万
円
）と
村
か
ら
の
補
助
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
、
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火

打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送

に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
な
ど
に
も
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 【

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
日
程
】 

 

《
シ
マ
ア
ジ
放
流
》
８
月
１
日
（月
） 

《
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
》
８
月
５
日
（金
）、 

17
日
（水
）、
23
日
（火
） 

《
星
空
観
望
会
》
８
月
５
日
（金
） 

 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
６
日
（土
） 

《
盆
踊
り
大
会
》
８
月
11
日
（木
）、 

12
日
（金
）、
13
日
（土
） 

《
南
洋
踊
り
＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
》 

８
月
17
日
（水
）、
23
日
（火
） 

《
フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
》
８
月
20
日
（土
） 

《
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
》
８
月
21
日
（日
） 

《
野
外
映
画
会
》
８
月
29
日
（月
） 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（要
予
約
）。 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
17
日
（日
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
18
日
（月
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 
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【
主
催
】 

 
 

東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

８
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

８
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、

次
の
と
お
り
で
す
（７
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。）。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
１
３
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

小
人 

４
０
７
０
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
０
６
０
円
（
＋
２
８
０
円
） 

小
人 

２
０
３
０
円
（
＋
１
４
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
２
８
０
円
（
＋
３
６
０
円
） 

小
人 

２
６
４
０
円
（
＋
１
８
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
４
２
７
円
（
＋
３
６
３
円
） 

《
２
等
品
》
７
９
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
３
７
４
円
（
＋
３
１
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 
 
 
 
 

８
４
４
円
（
＋
36
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
３
６
円
（
＋
27
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

    

遊
び
の
達
人
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
木
の
実
遊
び
の
達
人
】 

 

木
の
実
の
こ
と
を
知
っ
て
遊
ん
で
み
よ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
３
日
（日
） 

午
前
10
時
50
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
海
岸
バ
ス
停 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
お
や
つ
、
タ
オ
ル
、
濡
れ
て

も
良
い
服
装
、
帽
子 

【
海
辺
の
宝
物
探
し
】 

 

海
辺
に
は
何
が
あ
る
の
か
な
？ 

見
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
７
月
６
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
以
上
） 

 
《
費
用
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

【
物
づ
く
り
の
達
人
】 

 

サ
イ
ザ
ル
ア
サ
で
イ
カ
ダ
を
つ
く
ろ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
22
日
（金
） 
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
（ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口
集
合
） 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
濡
れ
て
も

良
い
服
装
、
帽
子
、
バ
ス
代 

【
海
遊
び
の
達
人
】 

 

貞
頼
祭
っ
て
何
？ 

小
笠
原
発
見
の
ヒ
ミ
ツ
を

知
っ
て
遊
ぼ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
26
日
（火
） 

午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
タ
オ
ル
、
濡
れ
て
も
良
い
服

装
、
帽
子 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぼ
う
！
】 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
苗
づ
く
り
に
挑
戦

し
よ
う
！ 

《
日
時
》
７
月
27
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
帽
子 

【
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
】 

 

い
つ
も
見
え
て
い
な
い
世
界
に
は
、
何
が
あ
る

の
か
な
？ 

《
日
時
》
７
月
28
日
（木
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

【
七
夕
の
星
を
み
つ
け
よ
う
！
】 

お
り
姫
・
ひ
こ
星
っ
て
ど
の
星
か
な
？ 

《
日
時
》
７
月
31
日
（日
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
以
上
） 

 

《
費
用
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

      

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て 

 
５
月
26
日
に
厚
生
労
働
省
は
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
の
使
用
と
重
大
な
健
康
被
害
と
の
間
に
因
果
関
係

が
あ
る
こ
と
を
認
定
し
、
５
月
30
日
付
で
「
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
」
に

つ
い
て
勧
告
を
行
な
い
ま
し
た
。 

村
で
は
、
よ
り
慎
重
を
期
す
る
た
め
、
現
行
の
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
は
行
な
わ
な
い
こ
と

と
し
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

た
時
点
で
接
種
の
勧
奨
を
し
て
い
く
方
針
で
す
。 

日
本
脳
炎
は
、
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
す
。
お
も
に
中
高
齢
者
が
感
染
し
、
近
年

の
患
者
の
発
生
数
は
年
間
数
名
で
す
。 

予
防
接
種
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
７
月
14
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
外
来
種
（移
入
種
）対
策
に
つ
い
て
」
① 

 

小
笠
原
を
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地
と
し
て
選
定

し
た
国
の
検
討
会
（環
境
省
、林
野
庁
）に
お
い
て
も
、

登
録
に
あ
た
っ
て
の
検
討
課
題
と
し
て
外
来
種
対
策

を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。 

今
回
か
ら
は
、小
笠
原
の
外
来
種
問
題
に
つ
い
て
、

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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【
外
来
種
っ
て
何
？
】 
外
来
種
と
は
、
も
と
も
と
そ
の
地
域
に
い
な
か
っ

た
の
に
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら 

入
っ
て
き
た
動
植
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
（外
国
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。 

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
や
家
畜
、
ペ
ッ
ト
の

よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
植
物
も

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
の
自

然
環
境
・
生
態
系
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
も
の

も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
侵
略
的
外
来
種
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

【
生
態
系
へ
の
影
響
と
は
？
】 

例
え
ば
、
動
物
の
場
合
、
本
来
そ
の
地
域
に
生
息

し
な
い
外
来
種
に
は
天
敵
と
な
る
生
物
が
お
ら
ず
、

短
期
間
で
大
量
に
繁
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
固
有
種
を
含
む
在
来
の
動
植
物
を

食
べ
尽
く
す
な
ど
、
生
態
系
へ
の
甚
大
な
影
響
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
来
種
の
生

育
場
所
が
在
来
の
動
植
物
と
競
合
す
る
結
果
、
在
来

種
の
生
育
場
所
を
奪
い
取
っ
た
り
す
る
事
例
も
見
ら

れ
ま
す
。 

小
笠
原
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
具
体
例
と
し
て
は
、

ノ
ヤ
ギ
の
繁
殖
に
よ
っ
て
聟
島
列
島
の
植
生
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の

捕
食
に
よ
っ
て
父
島
・
母
島
の
固
有
昆
虫
が
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
カ
ギ
の
分
布
拡
大
に

よ
っ
て
、
母
島
の
在
来
植
物
が
生
育
場
所
を
縮
小
さ

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
外
来
種
の
中
に
は
近
縁
の
在
来
種
と
交

配
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
結
果
、
長
い
時
間
を
か

け
て
育
ま
れ
て
き
た
在
来
種
の
遺
伝
的
特
質
が
変
え

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
お
そ
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

【
小
笠
原
の
外
来
種
問
題
】 

小
笠
原
諸
島
は
、
東
京
か
ら
南
に
約
千
㎞
離
れ
た

太
平
洋
上
に
位
置
し
、
約
３
千
～
５
千
万
年
前
の
誕

生
以
来
、
一
度
も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
の

な
い
海
洋
島
で
す
。
そ
の
た
め
、
独
自
の
進
化
を
遂

げ
た
固
有
の
動
植
物
が
多
く
、
通
常
の
構
成
種
の
一

部
を
欠
く
な
ど
、
特
異
な
島
嶼
生
態
系
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
み
て
も
希
少

か
つ
固
有
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
、
ノ
ヤ
ギ
や
グ
リ
ー

ン
ア
ノ
ー
ル
、
ア
カ
ギ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の

侵
略
的
外
来
種
が
定
着
し
、
分
布
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
重
大
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
固
有
の
動
植
物
の
中
に

は
既
に
絶
滅
が
確
認
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
現
在
、
外
来

種
問
題
は
、
小
笠
原
の
自
然
環
境
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
で
は
７
月
16
日
に
南
島
の
外
来
植
物
除
去
作

業
を
行
い
ま
す
。
村
民
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 
パ
ー
ト
12 

「
十
円
ハ
ゲ
」 

            

十
円
ハ
ゲ
。
何
と
も
か
わ
い
そ
う
な
あ
だ
名
を
つ

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
い

ま
す
。
私
た
ち
イ
ル
カ
調
査
隊
の
個
体
識
別
番
号
は

＃
44
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

あ
だ
名
の
由
来
は
左
目
の
上
に
あ
る
丸
い
白
い
斑

（写
真 

矢
印
部
分
）。こ
の
小
さ
な
丸
い
白
い
斑
が
ハ

ゲ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら

か「
十
円
ハ
ゲ
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

十
円
ハ
ゲ
は
一
応
女
の
子
。
「
そ
ん
な
失
礼
な
あ
だ

名
は
つ
け
な
い
で
！
」と
怒
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
一
昨
年
の
秋
に
は
じ
め
て

出
会
い
ま
し
た
が
、
10
年
以
上
前
か
ら
小
笠
原
で
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
円
ハ
ゲ
は
、
イ
ル
カ
調
査
隊

に
よ
る
２
年
間
の
調
査
で
、
ま
だ
５
回
し
か
発
見
さ

れ
て
い
な
い
イ
ル
カ
で
す
が
、
最
近
で
は
今
年
の
５

月
に
父
島
周
辺
海
域
で
そ
の
姿
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

第
37
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
イ
ル
カ
の
骨
を
組
み
立
て
る
」 

 

イ
ル
カ
の
骨
を
組
み
立
て
た
り
、
種
類
の
違
う
鯨

類
の
骨
を
比
べ
な
が
ら
、
体
の
構
造
を
学
び
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
４
日
（月
） 

《
昼
の
部
》
午
後
２
時
～
４
時
ご
ろ 

《
夜
の
部
》
午
後
７
時
～
９
時
ご
ろ 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ 

 

◎
イ
ル
カ
住
民
票
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
と
小
笠

原
村
産
業
観
光
課
で
は
、
小
笠
原
の
海
で
暮
ら
し
て

い
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を
小
笠
原
村
の
大
事

な
シ
ン
ボ
ル
と
捉
え
、 

イ
ル
カ
の
住
民
票
の 

発
行
を
検
討
し
て
い 

ま
す
。 

先
月
開
催
の
パ
ッ 
シ
ョ
ン
祭
で
は
試
行 

的
に
イ
ル
カ
の
住
民 

票
を
発
行
し
、
ア
ン 

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま 

し
た
。
そ
の
結
果
、 

約
９
割
の
方
が
「
住 

民
票
が
欲
し
い
。
」と 

い
う
結
果
に
な
り
ま 

し
た
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
49 

 

― 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

― 
 

６
月
18
日
に
東
京
海
洋
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ 

‐

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
０
５ 

北
太
平
洋
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
追
う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
全
国
各
地
か
ら
１
７
５
名
も

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
北
太
平
洋
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
調
査
研
究
を
長
年
行
っ
て
い
る
講
演
者
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

小
笠
原
は
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
多
く
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
繁
殖
場
で
す
が
、
餌
場
で
あ
る

カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
繁
殖
場
で
あ
っ
て
も
遠
く
離

れ
た
メ
キ
シ
コ
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
報
告
は
、
大
変
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。 

小
笠
原
か
ら
は
山
口
真
名
美
が
講
演
者
と
し
て
参

加
し
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
研
究
者
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
調
査
活
動
の
中
間
報
告
を
し

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、
海
洋
セ
ン 

 

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

            

〈９名の講演者による 

パネルディスカッションの様子〉 
 

 SPLASH の役割、ひいてはアジア海域の役
割について議論がなされ、ご参加いただいた

皆様からも数々の質問をお受けしました。 



  NO．500    平成 17（2005）年 7月 1日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

 
 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
産
卵
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の

生
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、

皆
さ
ん
に
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

し
ば
ら
く
産
卵
シ
ー
ズ
ン
は
続
き
ま
す
の
で
、
ご
予

約
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
７
月
の
開
催
日
（
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度
）】 

１
日
、
５
日
、
７
日
、
11
日
、
13
日
、
17
日
、 

19
日
、
23
日
、
25
日
、
29
日 

 

◎
前
浜
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
母
ガ
メ

が
無
事
産
卵
し
、
そ
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
見
守
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
カ
メ
の
産
卵
期
間
中
、
大
村

海
岸
で
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
す

（午
後
８
時
～
午
前
０
時
ご
ろ
）。
係
員
は
、
胸
に
カ

メ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
ま
す
。

ご
質
問
等
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
期
間
は
、
他
の
浜
で
も

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
係
員
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

行
政
お
よ
び
関
連
機
関
、
そ
し
て
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
に
よ
り
、
大
村
海
岸
に
お
け
る
カ
メ
の
産
卵

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
夏
も
、
ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

※
も
し
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
そ
の
場
で
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
に
入
ら

な
い
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
移
動
後
、
係
員
へ
の
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯
電
話 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
  

                           

    地産地消のすすめ 
 

《おさかな市を開催しました》 
 

６月２２日に地産地消推進会議が中心となり、父島で水揚げされた 

魚を小笠原島漁協加工部において販売しました。 

今回は初めての試みでもあり、おもな販売の対象を民宿や飲食店に 

特定し、事前に注文を受けて販売する方式としました。これには、翌 

２３日の父島入港便は八丈寄港便のため乗船客数が多いことが予想さ 

れるため、できるだけ多くの方々に島の魚を味わってもらいたいとい 

う狙いがありました。 

おさかな市の開催には、小笠原島漁協から全面的な協力をいただき、 

推進会議としては今後の取り組みに大いに参考となる試みでした。 

地域食材の村内消費に向け、これからも一般村民を対象にした販売 

の開催等を予定していますので、地産地消会議の取り組みにご理解と 

ご協力をお願いします。 
 

●問合せ先 地産地消推進会議（村役場総務課内） ２－３１１１ 
 

「地産地消推進会議」は小笠原島漁業協同組合、東京島しょ農業協同組合小笠原 

父島支店、小笠原村商工会、小笠原村観光協会、村役場で組織しています。 
 

 
 

◆アカバと夏野菜の揚げびたし◆ 
 

魚と野菜がさっぱりおいしく食べられる夏のおすすめレシピ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※今月の「ＴＳＬコーナー」は お休みいたします。 

《作り方》 

① アカバを３枚におろし、身は一口大に切って塩・コショウをふっておく。 

② 大根の皮をむき、すりおろしておく。 

③ しょうがは皮をむき、千切りにして水にさらしておく。 

④ ズッキーニは５㎜幅の輪切り、パプリカは３～４ｃｍのたんざく切り、長ねぎは

  ４～５ｃｍに切っておく。 

⑤ 魚焼き器などで表面に焼き色が付く程度に焼いたアカバのあらを、水２カップを

入れた鍋に入れ、火にかけてだしをとる。※途中アクが出るのでこまめにすくう。

⑥ だしがとれたらざるなどで一度あらを取り除き、酒、みりん、しょうゆを加えひ

と煮立ちしたら火を止める。 

⑦ ④の野菜を油で素揚げする。 

⑧ ①のアカバに片栗粉をまぶして油で揚げる。 

⑨ 皿に揚げたアカバ、野菜の順に盛り付け、⑥のだしをかける。 

⑩ 最後に大根おろしを乗せ、③のしょうが、かいわれ大根をちらす。 

☆レシピ提供：美味しい会 

《材料》１～２人前 

Ａ：アカバ     小１尾 

Ｂ：ズッキーニ   １/２本 

Ｃ：パプリカ（またはピーマン） １/２個

Ｄ：長ねぎ     １/２本 

Ｅ：大根      小さじ１/４本 

Ｆ：かいわれ大根  少々 

Ｇ：しょうが    ２かけ 

Ｈ：酒       ６０cc 

Ｉ：みりん     ９０cc 

Ｊ：しょうゆ    ９０cc 

Ｋ：塩・コショウ  少々 

Ｌ：片栗粉     適量 

Ｍ：水       ２カップ 

Ｎ：サラダ油    適量 

【当日は、大勢のお客様で賑わいました】 



出港日 南島外来植物除去ボランティア

東京都議会議員選挙繰上投票日（母島） 高校図書館開放

高校図書館開放

入港日

東京都議会議員選挙投票日 くらしの総合相談（～18）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

ＯＷＡインタープリター養成講座 くらしの法律教室

東京三弁護士会による法律相談（父島）

入港日

村議会定例会

出港日

アカギ駆除ボランティア申込締切

定期予防接種（三種混合、麻疹、 村立学校終業式

風疹、日本脳炎、BCG） 小笠原高校終業式

出港日

南島外来植物除去ボランティア申込締切

ハーモニィセンター交流キャンプ申込締切

小笠原小学校遠泳大会 入港日

原付運転免許学科試験（父島） 高校図書館開放

高校図書館開放

アカギ駆除ボランティア（母島）

入港日

母島巡回労働相談

母島観光協会職員募集締切 出港日

国民生活金融公庫による

金融相談（父島 ～13）

街並み景観を考える会（父島）

村民意見・提案・相談受付窓口 入港日

国民生活金融公庫による

金融相談（母島） 高校図書館開放

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

11 月

木

火
27

水

14

12

木

31 日

30

木

土

28

13

10 日

7

3

6

4 月

8 金

9 土

水

17 日

19 火

23 土

22

土

行　事　予　定日付 曜日

18 月

16

15 金

土

金

21

行　事　予　定日付 曜日

木

日

1 金

2

24 日

25 月

26 火

29 金

水

5 火

20 水

海の日


